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平成 1 3 年 9 月 1 日から平成 1 4 年 3 月 20 日まで研修を実施した。
【研修場所および使用装置】
研修は，派遣先の材料開発工学科高分子合成化学研究室で行った。
核磁気共鳴装置 (NMR) は機器分析センターに設置されている液体用 (jEOL LA-5 




リゴエチレングリコール (OEG) とのエステル交換反応により合成した 2 )。例えば、ジエチ
ル 6 -[4・(4'-ニトロフェニルアゾ)フエノキシ]ヘキシルマロン酸エステル(NA J\グ)ージエチレ
ングリコール(D j EG)共重合体 (NAAグ-D j EG) の分子量及び分子量分布はサイズ排除
クロマトグラフィ (5 EC) から 1 0 0 0 及び 1.4 と求められた。また，共重合体組成は，
lH-NMR スベクトル(図 1 )のNAMに関するフェニル基( a )と DiEGに関するメチレ
















NAM-DiEGの IH_A店ðR スベクトル図1.HPCの lHおよび 13C_NMR1. 
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CHP の示差走査熱量計 (D S C) サーモグラフ
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図 2.lHおよび 13 C-NMR スベ
クトルを室温および 5 5 0C で測定した。
lH-NMR スベクトルでは、 4ppm 付近





















共重合体の液体用および固体用 13 C-N 
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図 3. CHP の 13 C-A机1R スベクトル
(溶媒:DzO ， A:室温(2 3 0C),' B:5 50C) 
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CHP に対して相転位温度の前後における lHおよび 13 C-AぱグR スベクトルを測定したが，
それぞれのスベクトノレに大きな変化は認められなかった。このことは ， CHP は 60%以上の
濃厚溶液で発色現象を示すこと知られている事から 3)，今回測定した溶液濃度が約 10% と低
いことが一因と思われるが，明らかでない。







1 )小出 直之，坂本国輔著，“液品ポリマーヘ共立出版，東京， 1 988 年
2) 遠藤 光彦，福井大学工学部修士論文， 1 993 年
3) 瓜生敏之，加藤隆史，現代科学， N 0 .244 (7) , 2 5 (1 9 9 1) 
4) その他
“ CMX固体NMR固体専用装置"仕様書一， 日本電子，東京
安藤 勲編，“高分子の固体NMR"，講談社サイエンティフィク，東京， 1994 年
安藤 喬志，宗宮 創著，“これならわかる NMR 【そのコンセプトと使い方】"，化学同人，
1997 年
足立 圭一郎著，“高分子の制御構造"，共立出版，東京， 1993 年
鶴田 禎二，川上雄資著，“高分子設計"，日刊工業新聞社，東京， 1992 年
山下 雄也監修，“高分子合成化学"，東京電機大学出版局，東京， 1995 年
口6??
